
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小中学校の教育環境についてのアンケート調査 

報 告 書 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年３月 

豊田市教育委員会 
 



 

目 次 

第１章 調査の概要 ···································································· １ 

１ 調査目的 ························································································· １ 
２ 調査対象 ························································································· １ 
３ 調査方法及び調査期間 ········································································ １ 
４ 報告書の見方 ··················································································· １ 
５ 調査項目 ························································································· ２ 
６ 結果概要 ························································································· ３ 

 
第２章 教育に期待することや満足度 ·············································· ６ 

① 学校で伸ばしたい力 ··········································································· ６ 
② １人ひとりに目が行き届いたきめ細かな教育 ··········································· ７ 
③ １人ひとりの活躍や登場の機会 ···························································· ８ 
④ 集団の中で身に付けるコミュニケーション能力 ········································ ９ 
⑤ 多様な意見や考えに触れる機会 ··························································· 10 
⑥ 学校行事や部活動などの集団活動の教育機会 ·········································· 11 
⑦ クラスメイトと楽しく過ごしているか ··················································· 12 
⑧ 人数が少ないことによる人間関係の困りごと ·········································· 13 
⑨ 人数が少ない学校の「良い」と思う点 ··················································· 14 
⑩ 人数が少ない学校の「良くない」と思う点 ············································· 15 
⑪ 特色ある教育の実施 ·········································································· 16 

 
第３章 学校規模の満足感と適当な規模 ·········································· 17 

① クラスの人数の満足感 ······································································· 17 
② クラスの人数の希望 ·········································································· 18 
③ クラスの人数の適当な人数 ································································· 21 
④ クラスの人数の適当な人数（理由） ······················································ 22 
⑤ クラス数の満足感 ············································································ 24 
⑥ クラス数の希望 ··············································································· 25 
⑦ クラス数の適当な数 ·········································································· 28 
⑧ 中学校に進学する（した）ときの不安 ··················································· 29 
⑨ クラス替えの必要性とその理由 ··························································· 30 

  



 

第４章 小規模校の対策 ······························································ 31 

① 小規模校の対策の必要性 ···································································· 31 
② 小規模校の対策が必要な理由 ······························································ 34 
③ 小規模校の対策の方法 ······································································· 35 
④ 学校統合の条件（小学生、中学生） ······················································ 36 
⑤ 学校統合の条件（教員、小中保護者、園保護者） ···································· 37 
⑥ 学校統合で重視すること ···································································· 38 
⑦ ワークショップや意見交換会への参加 ··················································· 39 
⑧ 小学校の統合を検討するタイミング ······················································ 40 

 
第 5 章 回答者の属性 ································································ 41 

１ 全体 ······························································································ 41 
２ 教員 ······························································································ 43 
３ 保護者 ··························································································· 43 

 
資料編 ···················································································· 44 

 



1 

第１章 調査の概要  
１ 調査目的 

今後、豊田市において児童生徒数の減少が想定されることに伴い、子どもたちの最適な教育
環境を確保するため、「学校規模の適正化に関する基本方針（平成２０年３月策定）（以下、「基
本方針」という。）」を改定する。基本方針改定に向けた検討を行うにあたり、小学生、中学生、
教員、小中保護者、園保護者の意見を把握するため必要な事柄についてアンケート調査を行っ
た。 

２ 調査対象 
（１）対象地区  旭、足助、稲武、小原、下山、藤岡、石野、益富、松平中学校区※１ 
（２）調査対象、回収状況 

調査対象 対象者数 回答者数 回収率 
① 小学４〜６年 （以下、「小学生」という） 1,284 人 1,173 人 91.4％ 
② 中学１〜３年生 （以下、「中学生」という） 1,273 人 1,063 人 83.5％ 
③ 教員 541 人 435 人 80.4％ 
④ 小・中学校保護者※２ （以下、「小中保護者」という） 2,966 人 1,327 人 44.7％ 
⑤ こども園年長園児保護者 （以下、「園保護者」という） 400 人 245 人 61.3％ 

※１ 学校全体で６学級（特別支援学級を除く）以下の小学校が２校以上ある中学校区を対象とした。（令和５年５月時点） 
※２ 子どもが複数いる場合は一番下の子どもについて回答を依頼。また小学校、中学校にそれぞれ子どもがいる場合は小学生の子どもに 

ついてのみ回答を依頼した。 

３ 調査方法及び調査期間 
（１）調査方法  調査に関する依頼文を学校及びこども園等を通じて配布し、ＷＥＢフォームにて回

答を依頼。一部の園のみ、郵送での回答を受け付けた。 
（２）調査期間  令和５年１０月１１日〜１１月７日 

４ 報告書の見方 
○ 基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答数を表す。 
○ 「SA」は単一回答、「MA」は複数回答を示している。 
○ 集計は、小数点第２位を四捨五入している。そのため、数値の合計が 100％にならない場合がある。 
○ 回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出している。そのため、複数回答の設問

については、すべての比率を合計すると 100％を超えることがある。 
○ 各設問の集計は、無回答を除いて集計をしている。 
○ 同じ項目の設問であるが、対象によって設問文が異なるものについて、本来の意味を損なわない程

度に省略して掲載している場合がある。 
○ クロス集計結果の表を掲載している設問がある。表については、項目ごとに上位１位に濃い網掛け、

上位２位に薄い網掛けをしている。ただし、ｎが 10 未満の場合は網掛けをしていない。 
○ 回答数が極端に少ないものは分析結果から除いている。グラフには参考

値として記載をしている。 
○ 満足度※３を掲載している設問については、満足度ごとにポイントを付

け、次の計算式で「満足度」（-200〜200）を算出した。 
※3 「満足」の割合×２＋「ほぼ満足」の割合×１＋「やや不満」の割合×（－１）＋「不満」  

の割合×（－２） 

満足度 ポイント 

満足 ＋２点 

ほぼ満足 ＋１点 

やや不満 －１点 

不満 －２点 
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５ 調査項目 
 

調査対象ごとに共通設問が分かるように並べた。表の左側には、調査項目が書かれている章
を掲載している。 

調査項目 小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 

第
２
章 

教
育
に
期
待
す
る
こ
と
や
満
足
度 

① 学校で伸ばしたい力 問５ 問５ 問６ 問８ 問３ 

② １人ひとりに目が行き届いたきめ細かな教育 問６ 問６ 問７ 問９   

③ １人ひとりの活躍や登場の機会 問７ 問７ 問８ 問 10   

④ 集団の中で身に付けるコミュニケーション能力 問８ 問８ 問９ 問 11   

⑤ 多様な意見や考えに触れる機会 問９ 問９ 問 10 問 12   

⑥ 学校行事や部活動などの集団活動の教育機会 問 10 問 10 問 11 問 13   

⑦ クラスメイトと楽しく過ごしているか 問 11 問 11       

⑧ 人数が少ないことによる人間関係の困りごと     問 12 問 14   

⑨ 人数が少ない学校の「良い」と思う点   問 12   問 15 問４ 

⑩ 人数が少ない学校の「良くない」と思う点   問 13   問 16 問５ 

⑪ 特色ある教育の実施 問 12 問 14 問 13 問 17 問６ 

第
３
章 

学
校
規
模
の
満
足
感
と
適
当
な
規
模 

① クラスの人数の満足感 問 13 問 15 問 14 問 18   

② クラスの人数の希望 問 14 問 16 問 15 問 19   

③ クラスの人数の適当な人数 問 15 問 17 問 16,18 問 20 問７ 

④ クラスの人数の適当な人数（理由）     問 17,19 問 21 問８ 

⑤ クラス数の満足感 問 16 問 18 問 20 問 22   

⑥ クラス数の希望 問 17 問 19 問 21 問 23   

⑦ クラス数の適当な数 問 18 問 20 問 22,23 問 24 問９ 

⑧ 中学校に進学する（した）ときの不安 問 19 問 21       

⑨ クラス替えの必要性とその理由     問 24,25     

第
４
章 
小
規
模
校
の
対
策 

① 小規模校の対策の必要性     問 26 問 25 問 10 

② 小規模校の対策が必要な理由     問 27,28 問 26 問 11 

③ 小規模校の対策の方法     問 29 問 27 問 12 

④ 学校統合の条件（小学生、中学生） 問 20 問 22       

⑤ 学校統合の条件（教員、小中保護者、園保護者）     問 30 問 28 問 13 

⑥ 学校統合で重視すること     問 31 問 29 問 14 

⑦ ワークショップや意見交換会への参加       問 30 問 15 

⑧ 小学校の統合を検討するタイミング     問 32     

第
５
章 

回
答
者
の
属
性 

① 通学（予定）/勤務している小学校 問１   問４ 問３ 問２ 

② 通学/勤務している中学校   問１ 問５ 問４   

③ 学年 問２ 問２   問２   

④ 通学方法 問３ 問３   問５   

⑤ 通学時間 問４ 問４   問６   

⑥ 年齢     問１     

⑦ 勤務したことのある学校区分     問２     

⑧ 現在勤務している学校区分     問３     

⑨ 子どもとの続柄       問１ 問１ 

⑩ 同居の子ども       問７   
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６ 結果概要 
 
■教育に期待することや満足度 

【学校で伸ばしたい力】 
○ 学校で伸ばしたい力として、小学生、中学生、教員、小中保護者、園保護者のいずれにおいて

も「基礎的な知識や技能」、「思いやりや優しさなどの心」、「自分で考え、判断する力」の３つ

の回答が多くなっている。そのほか、小・中学生は「生きる指針や夢」、教員、小中保護者、園

保護者は「様々な考えをもつ人と協力して行動する力」の回答が多い。 

 

【学校教育の満足度】 
○ 小・中学生において、学校教育の満足度は概ね高く、「１人ひとりの活躍や登場の機会」を除い

た項目については、「満足」と「ほぼ満足」の合計が８割以上ある。 

○ 一方、教員、小中保護者においては、項目によって差がある。小中保護者は、すべての項目に

ついて「満足」と「ほぼ満足」の合計が７割以上あるが、教員は、「集団の中で身に付けるコミ

ュニケーション能力」と「多様な意見や考えに触れる機会」について「満足」と「ほぼ満足」

の合計が５割程度である。満足度でみると、「多様な意見や考えに触れる機会」は小学校教員で

低く、「集団の中で身に付けるコミュニケーション能力」は中学校教員で特に低い。 
 

【項目別「満足」と「ほぼ満足」の割合の合計一覧】 

 
○ また、小・中学生において、学校のクラスメイトと楽しく過ごしているかについては、「楽し

い」と「だいたい楽しい」の合計は９割を超えている。 

 

【人数が少ない学校】 
○ 教員、小中保護者において、児童生徒の人間関係で、人数が少ないことによる困り事について

は、「よくある」と「ときどきある」の合計が５～６割程度ある。さらに、小学校・中学校別に

みると、「よくある」と「ときどきある」の合計は、小学校の方が高い傾向にある。 

○ 子どもの人数が少ない学校の「良い」と思う点について、中学生は「友だちがいつも同じで、

とても仲良くできる」が、小中保護者や園保護者では「日頃から他の学年の子たちと接する機

会があり、やさしさや思いやりの気持ちを持てる」や「授業中、困ったときに先生がすぐに気

づいてくれて、個別に教えてくれる」が、多い傾向にある。 

○ 子どもの人数が少ない学校の「良くない」と思う点について、中学生は「クラス替えがないの

小学生 教員 小中保護者 中学生 教員 小中保護者

95.1 83.7 80.4 93.1 73.0 75.7

70.8 88.6 87.6 68.9 78.4 83.2

85.0 59.0 77.3 86.5 49.5 79.6

88.6 53.0 74.5 94.2 57.6 75.7

95.1 78.4 73.1 94.1 66.7 70.6学校行事や部活動などの集団活動の教育機会

１人ひとりの活躍や登場の機会

集団の中で身に付けるコミュニケーション能力

多様な意見や考えに触れる機会

１人ひとりに目が行き届いたきめ細かな教育

　　　項　　目
（％）

小学校 中学校
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で、たくさんの友だちをつくることができない」が、小中保護者や園保護者は「いろいろな意

見や考えにふれる機会が少ない」や「行事、部活動、委員会、遊びなどでいろいろな種類の活

動ができない」、「クラス替えがないので、たくさんの友だちをつくることができない」が、多

い傾向にある。 

 
【特色ある教育】 

○ 特色ある教育について、いずれの対象者においても「体験を重視した教育」への回答が多い。

そのほか、小・中学生においては「運動・スポーツ」や「将来の職業を意識したキャリア教育」

が多く、小中保護者、園保護者においては「外国語教育（英語教育）」が多い。 

 
■学校規模の満足感と適当な規模 
【クラスの人数】 

○ 小・中学生において、クラスの人数の満足度は高く、「満足」と「ほぼ満足」の合計は小・中学

生ともに９割を超えている。「満足」以外の回答を選んだ小・中学生において、クラスの人数の

希望は、「もっと多い方が良い」と回答する割合が、半数を超える。また、適当なクラスの人数

は、小・中学生ともに、「２０～２９人」の回答が最も多い。 

○ 一方、教員や小中保護者においては、小学校と中学校でクラスの人数の満足度に差がある。小

学校では、「満足」と「ほぼ満足」の合計が教員・小中保護者ともに７割程度であるが、中学校

では、教員が６割、小中保護者が８割程度である。特に、クラスの人数の希望は、小学校では

「もっと多い方が良い」と回答する割合が多いのに対し、中学校では「もっと少ない方が良い」

と回答する割合が多くなっている。適当なクラスの人数は、小学校教員のみ「１０～１９人」

の回答が最も多く、中学校教員、小中保護者、園保護者は「２０～２９人」の回答が最も多い。 

○ 学校規模別にみた場合、1 学年１クラス以下の学校（小学校６学級以下、中学校３学級、特別

支援学級を除く）では、小・中学生や小学校教員、小中保護者において７割以上が、中学校

教員において６割以上が、クラスの人数は「もっと多い方が良い」と回答している。 

 
【クラス数】 

○ 小・中学生において、１学年のクラス数の満足度は高く、「満足」と「ほぼ満足」の合計は小・

中学生ともに９割を超えている。「満足」以外の回答を選んだ小・中学生において、クラス数の

希望は、「もっと多い方が良い」と回答する割合が７割を超える。また、適当なクラス数は、小

学生で「１クラス」、中学生で「３クラス」の回答が最も多い。 

○ 一方、教員や小中保護者は、１学年のクラス数について、「満足」と「ほぼ満足」の合計が小学

校で６割程度、中学校で７割程度である。「満足」以外の回答を選んだ教員や小中保護者におい

て、クラス数の希望は、「もっと多い方が良い」と回答する割合が、８割程度を占める。また、

適当なクラス数は、教員、小中保護者、園保護者いずれにおいても、小学校で「２クラス」、中

学校で「３クラス」の回答が最も多い。 

○ 学校規模別にみた場合、1 学年１クラス以下の学校（小学校６学級以下、中学校３学級、特別

支援学級を除く）では、教員や小中保護者において９割以上が、クラス数は「もっと多い方が

良い」と回答している。 
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【中学校進学時の不安】 
○ 中学校に進学する際、クラスの人数・学校規模が変わることへの不安について、小学生では「授

業で分からないことがあっても、先生にすぐ聞けるか、わからない」が最も多い。中学生では

「他の学校出身の子たちと仲良くなれるか、わからなかった」が最も多く、次いで「クラスメ

イトの人数が多く、どのように接すればよいか、わからなかった」となっている。 

 

【クラス替え】 
○ 教員は、クラス替えの必要性について、「必要」と「どちらかというと必要」の合計が９割を超

えている。理由として、「児童生徒同士や児童生徒と教員との人間関係に配慮したクラス編成

ができる」が最も多く、次いで「児童生徒に新たな人間関係を構築する力を身に付けさせるこ

とができる」となっている。 

 
■小規模校の対策 
【小規模校対策の必要性と方法】 

○ 小規模校対策の必要性について、「必要」と「どちらかというと必要」の合計は教員で７割、小

中保護者で５割、園保護者で６割を超えている。 

○ 児童生徒の人間関係で人数が少ないことによる困りごとの有無と、小規模校対策の必要性をク

ロス集計すると、教員は人数が少ないことによる困りごとの有無に関わらず、６割以上が小規

模校対策は必要だと感じており、小中保護者は困りごとが「よくある」と答えた人ほど、小規

模校対策の必要性を感じている。 

○ 小規模校対策が必要な理由として、学習面・生活面では、教員、小中保護者、園保護者いずれ

も「友だち関係がいつも同じで友人間に序列ができてしまう」、「児童生徒が多様な意見や考え

に触れる機会が少ない」の回答が多く、学校運営面では、「教職員一人当たりの校務や行事に関

わる負担が重い」の回答が教員で最も多い。 

○ 小規模校の対策の方法として、教員、小中保護者、園保護者いずれも「学校の統合を検討する」

が最も多く、次いで「他校との合同授業の実施」となっている。 

 

【学校統合】 
○ 学校統合の条件について、小・中学生ともに「今の学校の友だちと同じクラスになれる」が最

も多く、教員、小中保護者、園保護者いずれも「安全な通学路や通学手段（スクールバスなど）

が確保されている」が最も多い。 

○ 学校の統合を検討する場合に重視すべきこととして、教員、小中保護者、園保護者いずれも「通

学距離・時間・方法」が最も多い。 

○ 学校の統合を検討する際のワークショップや意見交換会への参加は、小中保護者と園保護者の

約半数が希望している。 

○ 小学校の統合を検討する適当なタイミングは、教員の約６割が「全学年で複式学級が見込ま

れる時点」か、それより早い段階で検討するのが適当だと考えている。 
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第２章 教育に期待することや満足度 

①学校で伸ばしたい力 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問５ 問５ 問６ 問８ 問３ 

 
【小学生、中学生】 

問. あなたは、学校でどのような力をのばしていきたいですか〈MA〉 

【教員、小中保護者、園保護者】 

問. あなたは、学校が児童生徒のどのような力を伸ばすことに一層力を入れる必要があ
ると思いますか。〈MA〉 

小学生、中学生、教員、小中保護者、園保護者のいずれにおいても「基礎的な知識や技能」、
「思いやりや優しさなどの心」、「自分で考え、判断する力」の３つの回答が多くなっている。
小・中学生においては「生きる指針や夢」、教員、小中保護者、園保護者においては「様々な考
えをもつ人と協力して行動する力」の回答が多い。 

 
  

52.3 61.5 47.8 46.1 48.2

19.9 11.7 42.3 25.7 29.0

35.0 28.9 13.6 9.6 13.1

10.2 18.7 12.9 15.3 19.6

23.7 28.7 7.6 11.3 12.2

28.3 24.4 49.7 43.0 41.2

43.9 43.7 40.2 48.8 42.9

19.6 14.9 20.0 33.4 28.6

34.8 44.3 55.2 55.5 55.5

2.4 1.2 0.8 0.8

基礎的な知識や技能

自立心やたくましさ

生きる指針や夢

一人ひとりの個性

創造力（アイデア、発想力）

様々な考えをもつ人と協力

して行動する力

思いやりや優しさなどの心

ルールや決まりを守ること

自分で考え、判断する力

その他

小学生

(n=1,173)

中学生

(n=1,063)

教員

(n=435)

小中保護者

(n=1,327)
園保護者

(n=245)

(%)
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②１人ひとりに目が行き届いたきめ細かな教育 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問６ 問６ 問７ 問９   

【小学生】 

問. あなたの学校の先生は、学校で授業中、こまったときすぐに気づいて、あなたに分
かるように教えてくれますか。〈SA〉 

 
【中学生】 

問. あなたの学校の先生は、学校で授業中、困ったときすぐに気づいて、個別に教えて
くれますか。〈SA〉 

 
【教員】 

問. あなたは、自分が勤務する学校での「児童生徒１人ひとりに目が行き届いたきめ細
かな教育」について、満足していますか。〈SA〉 

 
【小中保護者】 

問. あなたは、学校での「お子さん１人ひとりに目が行き届いたきめ細かな教育」につ
いて、満足していますか。〈SA〉 

小・中学生では「満足」と「ほぼ満足」の合計は９割を超えている。教員、小中保護者では
８割程度となっている。満足度では小学生が最も高く、小中保護者が最も低い。  

 満足度 

156.8 
   

130.4 
   

78.0 
   

73.0 

 
教員、小中保護者の回答を小学校・中学校別にみると、小学校の方が満足度が高い。 

 

満足度  
86.4  
53.2  
77.7  
59.2 

％
満足 ほぼ満足 やや不満 不満

小学校(n=324) 21.0         62.7         14.5         1.9           

中学校(n=111) 9.9           63.1         24.3         2.7           

小学校(n=994) 19.7         60.7         16.8         2.8           

中学校(n=333) 10.8         64.9         21.3         3.0           

教員

小中保護者

68.5

48.1

18.2

17.5

26.6

45.0

62.8

61.7

2.8

3.2

17.0

17.9

2.0

3.8

2.1

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

中学生(n=1,063)

教員(n=435)

小中保護者(n=1,327)

満足 ほぼ満足 やや不満 不満
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③１人ひとりの活躍や登場の機会 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問７ 問７ 問８ 問 10   

【小学生、中学生】 

問. あなたは、学校の授業や行事などで、自分が中心となって活躍できる場があります
か。〈SA〉 

【教員】 

問. あなたは、自分が勤務する学校での「児童生徒１人ひとりの活躍や登場の機会」に
ついて、満足していますか。〈SA〉 

【小中保護者】 

問. あなたは、学校での「お子さん１人ひとりの活躍や登場の機会」について、満足し
ていますか。〈SA〉 

小・中学生ともに、「ほぼ満足」（小学生 50.3％、中学生 51.1％）が最も多くなっており、
「満足」と「ほぼ満足」の合計は７割程度となっている。 

教員、小中保護者では「ほぼ満足」（教員 60.0％、小中保護者 64.5％）が最も多く、「満足」
と「ほぼ満足」の合計は８割を超えている。 

満足度では教員が最も高く、中学生が最も低い。  
 満足度 

  

57.6 
   

48.5 
   

97.3 
   

93.5 

 
教員、小中保護者の回答を小学校・中学校別にみると、小学校の方が満足度が高い。 

 

満足度  
105.9  

72.1  
98.3  
79.0 

％
満足 ほぼ満足 やや不満 不満

小学校(n=324) 29.6         59.0         10.5         0.9           

中学校(n=111) 15.3         63.1         21.6         0.0

小学校(n=994) 24.6         63.0         10.9         1.5           

中学校(n=333) 14.1         69.1         15.3         1.5           

教員

小中保護者

20.5

17.8

26.0

22.0

50.3

51.1

60.0

64.5

24.7

24.0

13.3

12.0

4.5

7.1

0.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

中学生(n=1,063)

教員(n=435)

小中保護者(n=1,327)

満足 ほぼ満足 やや不満 不満
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④集団の中で身に付けるコミュニケーション能力 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問８ 問８ 問９ 問 11   

【小学生、中学生】 

問. あなたは、学校で相手の気持ちを理解したり、自分の気持ちを伝えることができて
いますか。〈SA〉 

【教員】 

問. あなたは、自分が勤務する学校での「児童生徒が集団の中で身に付けるコミュニケ
ーション能力の習得」について、満足していますか。〈SA〉 

【小中保護者】 

問. あなたは、学校での「お子さんが集団の中で身に付けるコミュニケーション能力の
習得」について、満足していますか。〈SA〉 

小・中学生ともに、「ほぼ満足」（小学生 52.3％、中学生 55.5％）が最も多くなっており、
「満足」と「ほぼ満足」の合計は８割を超えている。 

教員、小中保護者では「ほぼ満足」（教員 49.9％、小中保護者 62.2％）が最も多く、次いで
「やや不満」（教員 37.0％、小中保護者 20.0％）となっている。 

満足度では中学生が最も高く、教員が最も低い。  
 満足度 

  

101.4 
   

102.0 
   

13.5 
   

69.2 

 
教員、小中保護者の回答を小学校・中学校別にみると、中学校教員の満足度が最も低い。 

 

満足度  
18.2  
-0.9  
68.9  
70.3 

  

％
満足 ほぼ満足 やや不満 不満

小学校(n=324) 6.8           52.2         34.6         6.5           

中学校(n=111) 6.3           43.2         44.1         6.3           

小学校(n=994) 16.7         60.6         20.3         2.4           

中学校(n=333) 12.3         67.3         19.2         1.2           

教員

小中保護者

32.7

31.0

6.7

15.6

52.3

55.5

49.9

62.2

13.5

11.7

37.0

20.0

1.4

1.9

6.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

中学生(n=1,063)

教員(n=435)

小中保護者(n=1,327)

満足 ほぼ満足 やや不満 不満
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⑤多様な意見や考えに触れる機会 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問９ 問９ 問 10 問 12   

【小学生、中学生】 

問. あなたは、学校でいろいろな意見や考え方を知ることができていますか。〈SA〉 

【教員】 

問. あなたは、自分が勤務する学校での「児童生徒が多様な意見や考え方に触れる機会」
について、満足していますか。〈SA〉 

【小中保護者】 

問. あなたは、学校での「お子さんが多様な意見や考え方に触れる機会」について、満
足していますか。〈SA〉 

小・中学生において「満足」と「ほぼ満足」の合計は９割程度となっている。 
教員、小中保護者では「ほぼ満足」（教員 48.3％、小中保護者 62.2％）が最も多く、次いで

「やや不満」（教員 40.2％、小中保護者 22.6％）となっている。 
満足度では中学生が最も高く、教員が最も低い。  

 満足度 
  

123.5 
   

134.0 
   

9.1 
   

59.4 

 
教員、小中保護者の回答を小学校・中学校別にみると、小学校教員の満足度が最も低い。 

 

満足度  
4.5  

21.6  
59.6  
59.2 

 
  

％
満足 ほぼ満足 やや不満 不満

小学校(n=324) 4.9           48.1         40.4         6.5           

中学校(n=111) 9.0           48.6         39.6         2.7           

小学校(n=994) 13.5         61.0         22.6         2.9           

中学校(n=333) 9.6           66.1         22.5         1.8           

教員

小中保護者

47.3

46.5

6.0

12.5

41.3

47.7

48.3

62.2

10.2

4.9

40.2

22.6

1.1

0.9

5.5

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

中学生(n=1,063)

教員(n=435)

小中保護者(n=1,327)

満足 ほぼ満足 やや不満 不満
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⑥学校行事や部活動などの集団活動の教育機会 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 10 問 10 問 11 問 13   

【小学生、中学生】 

問. あなたは、学校の行事、クラブ活動（部活動）、委員会、遊びなどで、いろいろな
種類の活動ができていますか。〈SA〉 

【教員】 

問. あなたは、自分が勤務する学校での「学校行事や部活動などの集団活動の教育機会」
について、満足していますか。〈SA〉 

【小中保護者】 

問. あなたは、「お子さんの学校行事や部活動などの集団活動の教育機会」について、
満足していますか。〈SA〉 

小・中学生ともに、「満足」（小学生 70.5％、中学生 65.1％）が最も多くなっており、「満足」
と「ほぼ満足」の合計は９割を超えている。 

教員、小中保護者では「ほぼ満足」（教員 60.9％、小中保護者 55.9％）が最も多く、次いで
「やや不満」（教員 21.8％、小中保護者 21.9％）となっている。 

満足度では小学生が最も高く、小中保護者が最も低い。  
 満足度 

  

159.9 
   

152.3 
   

62.5 
   

56.0 

 
教員、小中保護者の回答を小学校・中学校別にみると、中学校教員の満足度が最も低い。 

 

満足度  
70.5  
38.8  
58.9  
47.5 

 

％
満足 ほぼ満足 やや不満 不満

小学校(n=324) 15.7         62.7         19.8         1.9           

中学校(n=111) 10.8         55.9         27.9         5.4           

小学校(n=994) 17.8         55.3         21.6         5.2           

中学校(n=333) 12.9         57.7         22.8         6.6           

小中保護者

教員

70.5

65.1

14.5

16.6

24.6

29.0

60.9

55.9

3.9

4.9

21.8

21.9

0.9

1.0

2.8

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

中学生(n=1,063)

教員(n=435)

小中保護者(n=1,327)

満足 ほぼ満足 やや不満 不満
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⑦クラスメイトと楽しく過ごしているか 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 11 問 11     

【小学生、中学生】 

問. あなたは、学校のクラスメイトと楽しく過ごしていますか。〈SA〉 

小・中学生ともに、「楽しい」（小学生 75.4％、中学生 69.0％）が最も多くなっており、「楽
しい」と「だいたい楽しい」の合計は９割を超えている。 

 
 
  

75.4

69.0

20.5

26.2

3.5

4.1

0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

中学生(n=1,063)

楽しい だいたい楽しい あまり楽しくない 楽しくない
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⑧人数が少ないことによる人間関係の困りごと 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
  問 12 問 14   

【教員】 

問. あなたは、自分が担任するクラスの児童生徒の人間関係で、人数が少ないことによ
る困り事はありますか。〈SA〉 
※担任でない場合は、小学校に勤務する人は 6 年 1 組、中学校に勤務する人は 3 年 1 組を想定して答えてください。 

【小中保護者】 

問. 学校でのお子さんの人間関係で、人数が少ないことによる困り事はありますか。
〈SA〉 

教員、小中保護者ともに、「ときどきある」（教員 43.9％、小中保護者 39.7％）が最も多く、
教員では「よくある」と「ときどきある」の合計が６割を超えている。 

 
 
教員、小中保護者の回答を小学校・中学校別にみると、困りごとが「よくある」と「ときど

きある」の合計は小学校教員が最も高い。 
 

 

「よくある」 

「時々ある」の合計 

66.6％  
47.7％  
50.6％  
44.4％ 

 

  

17.9

9.3

43.9

39.7

23.9

37.5

14.3

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員(n=435)

小中保護者(n=1,327)

よくある ときどきある あまり無い 無い

％
よくある ときどきある あまり無い 無い

小学校(n=324) 19.1         47.5         22.5         10.8         

中学校(n=111) 14.4         33.3         27.9         24.3         

小学校(n=994) 10.0         40.6         36.0         13.4         

中学校(n=333) 7.5           36.9         42.0         13.5         

小中保護者

教員
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⑨人数が少ない学校の「良い」と思う点 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
 問 12  問 15 問４  

【中学生、小中保護者、園保護者】 

問. あなたは、子どもの人数が少ない学校の「良い」と思う点はありますか。〈MA〉 

中学生は「友だちがいつも同じで、とても仲良くできる」が 50.9％、小中保護者では「日頃
から他の学年の子たちと接する機会があり、やさしさや思いやりの気持ちを持てる」が 44.1％、
園保護者では「授業中、困ったときに先生がすぐに気づいてくれて、個別に教えてくれる」が
63.3％と最も多くなっている。 

「友だちがいつも同じで、とても仲良くできる」は小中保護者、園保護者と比べると中学生
の回答の割合が高く、「日頃から他の学年の子たちと接する機会があり、やさしさや思いやりの
気持ちを持てる」は中学生と比較すると小中保護者と園保護者の回答の割合が高い。 

 

34.6

50.9

19.5

20.3

19.2

24.4

10.8

1.4

42.7

13.3

44.1

30.4

26.1

14.8

5.4

1.1

63.3

7.8

42.9

22.4

15.1

21.2

5.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

授業中、困ったときに先生がすぐに

気づいてくれて、個別に教えてくれる

友だちがいつも同じで、とても仲良くできる

日頃から他の学年の子たちと接する機会が

あり、やさしさや思いやりの気持ちを持てる

授業や学校行事などで、

1人ひとりが活躍できる場がある

授業や学校行事などで、

いろいろな役割分担を経験できる

ゆとりや安心感など、

家庭的な雰囲気の中で勉強ができる

特になし

その他

中学生(n=1,063) 小中保護者(n=1,327) 園保護者(n=245)
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⑩人数が少ない学校の「良くない」と思う点 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
 問 13  問 16 問５  

【中学生、小中保護者、園保護者】 

問. あなたは、子どもの人数が少ない学校の「良くない」と思う点はありますか。〈MA〉 

中学生は「クラス替えがないので、たくさんの友だちをつくることができない」が 29.5％、
小中保護者では「行事、部活動、委員会、遊びなどでいろいろな種類の活動ができない」が 38.2％、
園保護者では「いろいろな意見や考えにふれる機会が少ない」が 44.9％と最も多くなってい
る。 

「清掃活動や学校行事などで、子ども一人ひとりに任される役割が多くて大変」は小中保護
者や園保護者と比較すると中学生の回答の割合が高い。 

 

21.3

29.5

25.0

27.4

22.6

9.9

23.5

1.9

33.8

33.8

23.6

38.2

5.7

10.9

13.2

5.0

44.9

38.4

20.0

34.7

5.3

20.0

6.1

4.5

0% 20% 40% 60%

いろいろな意見や考えにふれる機会が少ない

クラス替えがないので、たくさんの友だちをつくる

ことができない

友だちと仲が悪くならないよう、子どもが自分の

気持ちをはっきり言えない

行事、部活動、委員会、遊びなどでいろいろな種類

の活動ができない

清掃活動や学校行事などで、子ども１人ひとりに任

される役割が多くて大変

1人で通学する時間が長く、登下校が不安

特になし

その他

中学生(n=1,063) 小中保護者(n=1,327) 園保護者(n=245)
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⑪特色ある教育の実施 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 12 問 14 問 13 問 17 問６  

【小学生、中学生】 

問. あなたは、学校でどのようなことを学びたいですか。〈MA〉 

【教員】 

問. あなたは、豊田市の特色のある教育として、どのような分野を重点的に実施すると
よいと思いますか。〈MA〉 

【小中保護者、園保護者】 

問. あなたは、学校でお子さんにどのような特色ある教育を受けさせたいですか。〈MA〉 

小学生、中学生、教員、小中保護者、園保護者のいずれにおいても「体験を重視した教育」
への回答が多くなっている。 

また、小学生、中学生においては「運動・スポーツ」や「将来の職業を意識したキャリア教
育」が多く、小中保護者、園保護者においては「外国語教育（英語教育）」が多い。  

 
※中学校の先生が小学校で授業を実施したり、小学生と中学生が一緒に行事をするなど  

33.1 24.6 27.6 33.3 38.4

20.7 25.9 14.7 41.8 44.1

59.2 47.7 17.7 31.2 31.8

27.4 19.7 8.3 9.0 8.6

42.5 57.8 33.8 28.0 22.0

48.4 47.0 65.7 55.6 63.3

15.9 23.3 39.8 30.1 36.7

9.5 8.6 17.7 11.9 11.0

4.9 4.6 34.7 12.7 13.1

2.0 1.1 1.1 1.7 0.4

プログラミングなどのICT教育

外国語教育（英語教育）

運動・スポーツ

音楽、美術等の芸術

将来の職業を意識したキャリア教育

体験を重視した教育

いろいろな意見や考え方を聞いて、

グループで課題に取り組む教育

小中学校が連携した教育

地域と連携した教育

その他

小学生

(n=1,173)

中学生

(n=1,063)

教員

(n=435)

小中保護者

(n=1,327)
園保護者

(n=245)

(%)

※
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第３章 学校規模の満足感と適当な規模 

①クラスの人数の満足感 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 13 問 15 問 14 問 18   

【小学生、中学生】 

問. あなたは、自分の学校の 1 クラスの人数について、満足していますか。〈SA〉 

【教員】 

問. あなたは、自分が担任するクラス規模（1 クラスの人数）に満足していますか。〈SA〉  
※担任でない場合は、小学校に勤務する人は 6 年 1 組、中学校に勤務する人は 3 年 1 組を想定して答えてください。 

【小中保護者】 

問. あなたは、お子さんの学校のクラス規模（1 クラスの人数）に満足していますか。
〈SA〉 

小・中学生ともに、「満足」（小学生 72.9％、中学生 70.5％）が最も多くなっており、「満足」
と「ほぼ満足」の合計は９割を超えている。 

満足度で比較すると、小学生が最も高く、中学校勤務の教員が低くなっている。  
【小学校】 ※「教員」は小学校勤務の教員のみを、「小中保護者」は小学生の保護者のみの回答を集計 

 
 

満足度 
  

158.7 
       

67.9 
      

68.7 

 

【中学校】 ※「教員」は中学校勤務の教員のみを、「小中保護者」は中学生の保護者のみの回答を集計 

 
 

満足度 
  

158.2 
       

45.9 
      

98.2 

 

72.9

31.2

29.0

20.5

40.1

44.6

5.6

22.8

18.9

1.0

5.9

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

教員(n=324)

小中保護者(n=994)

満足 ほぼ満足 やや不満 不満

70.5

24.3

30.6

24.0

40.5

54.7

4.2

27.0

11.7

1.3

8.1

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=1,063)

教員(n=111)

小中保護者(n=333)

満足 ほぼ満足 やや不満 不満
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②クラスの人数の希望 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 14 問 16 問 15 問 19   

※「①クラスの人数の満足感」で「ほぼ満足」「やや不満」「不満」を選んだ人 

【小学生、中学生】 

問. あなたは、自分の学校の 1 クラスの人数について、どのように感じますか。〈SA〉 

【教員】 

問. あなたは、自分が担任するクラス規模（1 クラスの人数）について、どのように感
じますか。〈SA〉 
※担任でない場合は、小学校に勤務する人は 6 年 1 組、中学校に勤務する人は 3 年 1 組を想定して答えてください。 

【小中保護者】 

問. あなたは、お子さんの学校のクラス規模（1 クラスの人数）について、どのように
感じますか。〈SA〉 

学校区分別にみると、小学校では小学生、教員、小中保護者において「もっと多い方が良い」
（小学生 73.9％、教員 69.5％、小中保護者 67.6％）が多くなっている。 

中学校では、中学生においては 58.9％が「もっと多い方が良い」とする一方、教員、小中保
護者では「もっと少ない方が良い」（教員 70.2％、小中保護者 55.4％）が多い。  

【小学校】 ※「教員」は小学校勤務の教員のみを、「小中保護者」は小学生の保護者のみの回答を集計 

 
【中学校】 ※「教員」は中学校勤務の教員のみを、「小中保護者」は中学生の保護者のみの回答を集計 

  

73.9

26.1

小学生(n=318)

69.5

30.5

教員(n=223)

67.6

32.4

小中保護者(n=706)

58.9
41.1

中学生(n=314)

29.8

70.2

教員(n=84)

44.6

55.4

小中保護者(n=231)

もっと多い方が良い もっと少ない方が良い

もっと多い方が良い もっと少ない方が良い
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学校規模別にみたクラスの人数の希望 

小学生においては、学級規模に関わらず半数以上がクラスの人数は「もっと多い方が良い」
と回答している。 

中学生においては、1 学年１クラスの学校（中学校３学級、特別支援学級を除く）では、ク
ラスの人数は「もっと多い方が良い」の回答が多い。  

【小学生】 

 

【中学生】 

 

1 学年１クラス以下の学校（小学校６学級以下、中学校３学級、特別支援学級を除く）では、
小学校教員、小中保護者において７割以上が、中学校教員において６割以上が、クラスの人数
は「もっと多い方が良い」と回答している。 

一方、1 学年 2 クラス以上の学年がある学校（小学校７学級以上、中学校４学級以上、特別
支援学級を除く）では、教員や小中保護者において、クラスの人数は「もっと少ない方が良い」
の回答が多い。  

【教員】  

 

【小中保護者】 

 

 

  

73.9 

77.9 

65.7 

26.1 

22.1 

34.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=318)

６学級以下(n=213)

７学級以上(n=105)

もっと多い方がよい もっと少ない方がよい

58.9 

83.1 

49.3 

41.1 

16.9 

50.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=314)

３学級(n=89)

４学級以上(n=225)

もっと多い方が良い もっと少ない方が良い

58.6 

82.6 

7.7 

64.7 

6.0 

41.4 

17.4 

92.3 

35.3 

94.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=307)

小学校勤務：６学級以下

(n=184)

小学校勤務：７学級以上

(n=39)

中学校勤務：３学級

(n=34)

中学校勤務：４学級以上

(n=50)

もっと多いほうが良い もっと少ないほうが良い

61.9 

80.8 

25.9 

73.4 

33.5 

38.1 

19.2 

74.1 

26.6 

66.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=937)

小学校保護者：６学級以下

(n=536)

小学校保護者：７学級以上

(n=170)

中学校保護者：３学級

(n=64)

中学校保護者：４学級以上

(n=167)

もっと多い方が良い もっと少ない方が良い
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人数が少ないことによる人間関係の困りごと別にみたクラスの人数の希望 

教員、小中保護者いずれにおいても、人数が少ないことによる人間関係の困りごとがよくあ
ると回答した人は、困りごとが無いと回答した人と比べ、クラスの人数が「もっと多い方が良
い」と回答した割合が高い。  

【教員】 

 

【小中保護者】 

 

 

  

58.6 

87.3 

75.0 

22.7 

5.9 

41.4 

12.7 

25.0 

77.3 

94.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=307)

よくある(n=63)

ときどきある(n=144)

あまり無い(n=66)

無い(n=34)

もっと多いほうが良い もっと少ないほうが良い

61.9 

85.0 

69.7 

52.0 

26.4 

38.1 

15.0 

30.3 

48.0 

73.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=937)

よくある(n=107)

ときどきある(n=429)

あまり無い(n=329)

無い(n=72)

もっと多い方が良い もっと少ない方が良い
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③クラスの人数の適当な人数 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 15 問 17 問 16,18 問 20 問 7  

【小学生、中学生】 

問. あなたは、1 クラスの人数について、どのくらいが良いと思いますか。〈SA〉 

【教員】 

問. あなたは、小学校（中学校）のクラス規模※（1 クラスの人数）について、適当な
数はどのくらいだと思いますか。〈SA〉 

【小中保護者、園保護者】 

問. あなたは、お子さんの学校のクラス規模※（1 クラスの人数）について、適当な数
はどのくらいだと思いますか。〈SA〉 

※ 1 クラスの人数は、小学 1〜3 年生が 30 人、小学 4、5 年生、中学 1〜3 年生が 35 人を豊田市の標準としています。小学 1〜3 年
生で 30 人学級を行っていない場合や、小学 6 年生で 35 人を超えるクラスがある場合は、少人数指導が維持できるように、非常勤 
講師やサポートティーチャーを配置しています。（令和 5 年度時点）  

小学校では、小学生、小中保護者、園保護者は「20〜29 人」が最も多く、それぞれ 38.0％、
48.3％、50.6％となっている。教員は「10〜19 人」の回答が最も多く 49.7％となっている。 

中学校では、中学生、教員、小中保護者のいずれにおいても「20〜29 人」が最も多く、そ
れぞれ 51.5％、71.2％、57.1％となっている。  

【小学校】 ※「教員」は小学校勤務の教員のみを、「小中保護者」

は小学生の保護者のみの回答を集計 

 

【中学校】 ※「教員」は中学校勤務の教員のみを、「小中保護者」

は中学生の保護者のみの回答を集計 

 

  

19.4

4.9

4.5

2.4

31.2

49.7

38.8

38.4

38.0

44.1

48.3

50.6

8.5

1.2

7.9

7.8

2.9

0.0

0.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

教員(n=324)

小中保護者(n=994)

園保護者(n=245)

1～9人 10～19人 20～29人 30～34人 35人以上

1.6

0.0

0.3

8.9

19.8

10.5

51.5

71.2

57.1

33.2

8.1

29.1

4.8

0.9

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=1,063)

教員(n=111)

小中保護者(n=333)

1～9人 10～19人 20～29人 30～34人 35人以上
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④クラスの人数の適当な人数（理由） 

 
小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 

  問 17,19 問 21 問８  
【教員、小中保護者、園保護者】 

問. ③クラスの人数の適当な人数の回答の理由として、当てはまるものをお選びくださ
い。〈MA〉 

教員、小中保護者、園保護者のいずれにおいても小学校、中学校ともに「児童生徒１人ひと
りに目が届きやすく、きめ細かな教育が受けられる」（【小学校】教員 71.0％、小中保護者 58.7％、
園保護者 66.5％、【中学校】教員 72.1％、小中保護者 51.4％）が最も多くなっている。  

【小学校】 ※「教員」は小学校勤務の教員のみを、「小中保護者」は小学生の保護者のみの回答を集計 

  

71.0

28.1

15.4

41.4

37.0

7.7

19.4

22.2

27.8

4.0

8.3

0.6

58.7

19.9

17.9

27.7

19.3

9.5

25.1

23.5

19.2

14.6

11.1

2.1

66.5

15.1

9.8

26.9

22.9

12.2

18.4

24.1

18.8

13.1

15.5

3.3

0% 50% 100%

児童生徒1人ひとりに目が届きやすく、

きめ細かな教育が受けられる

児童生徒同士の人間関係が深まりやすい

児童生徒の異学年間の交流が生まれやすく、

下級生の子たちと接するときに、

やさしさや思いやりの気持ちを持てる

児童生徒1人ひとりの意見や

発表できる機会が多くなる

集団内において児童生徒が

いろいろな役割分担を経験できる

運動場や体育館、特別教室、教材備品など、

児童生徒が余裕を持って使える

児童生徒の人間関係が固定されず、

多くの友人をつくることができる

集団の中で児童生徒が

コミュニケーション能力を身に付けやすい

児童生徒が多様な意見や考え方に

触れることが多くなる

行事、部活動、委員会、スポーツ、

遊びなど多様な種類の活動が体験できる

児童生徒が切磋琢磨して学習や運動ができ、

能力向上につながる

その他

教員(n=324) 小中保護者(n=994) 園保護者(n=245)
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（再掲）【教員、小中保護者、園保護者】 

問. ③クラスの人数の適当な人数の回答の理由として、当てはまるものをお選びくださ
い。〈MA〉 

 

【中学校】 ※「教員」は中学校勤務の教員のみを、「小中保護者」は中学生の保護者のみの回答を集計 

 

  

72.1

27.0

8.1

47.7

43.2

8.1

11.7

16.2

15.3

9.0

3.6

1.8

51.4

22.2

6.0

24.9

25.2

9.3

21.9

24.3

15.6

16.5

14.4

0.9

0% 50% 100%

児童生徒1人ひとりに目が届きやすく、

きめ細かな教育が受けられる

児童生徒同士の人間関係が深まりやすい

児童生徒の異学年間の交流が生まれやすく、

下級生の子たちと接するときに、

やさしさや思いやりの気持ちを持てる

児童生徒1人ひとりの意見や

発表できる機会が多くなる

集団内において児童生徒が

いろいろな役割分担を経験できる

運動場や体育館、特別教室、教材備品など、

児童生徒が余裕を持って使える

児童生徒の人間関係が固定されず、

多くの友人をつくることができる

集団の中で児童生徒が

コミュニケーション能力を身に付けやすい

児童生徒が多様な意見や考え方に

触れることが多くなる

行事、部活動、委員会、スポーツ、

遊びなど多様な種類の活動が体験できる

児童生徒が切磋琢磨して学習や運動ができ、

能力向上につながる

その他

教員(n=111) 小中保護者(n=333)
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⑤クラス数の満足感 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 16 問 18 問 20 問 22   

【小学生、中学生】 

問. あなたは、自分の学校の１学年のクラス数について、満足していますか。〈SA〉 

【教員】 

問. あなたは、自分が勤務する学校の学校規模（1 学年のクラス数）に満足しています
か。〈SA〉 

【小中保護者】 

問. あなたは、お子さんの学校規模（1 学年のクラス数）に満足していますか。〈SA〉 

小学校では、小学生の７割以上が「満足」と回答している一方で、教員、小中保護者では小
学生と比較すると「満足」の回答が少ない。 

中学校においても小学校同様に、中学生の７割以上が「満足」と回答している一方で、教員、
小中保護者では中学生と比較すると「満足」の回答が少ない。 

満足度でみると、教員と保護者は小・中学生と比べると満足度が低く、差がみられる。  
【小学校】 ※「教員」は小学校勤務の教員のみを、「小中保護者」は小学生の保護者のみの回答を集計 

 
 

満足度 
  

159.0 
       

54.9 
      

47.9 

 

【中学校】 ※「教員」は中学校勤務の教員のみを、「小中保護者」は中学生の保護者のみの回答を集計 

 
 

満足度 
  

153.6 
       

72.0 
      

65.7 

 

72.3

25.6

24.2

21.6

42.0

42.0

5.0

26.5

25.3

1.1

5.9

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

教員(n=324)

小中保護者(n=994)

満足 ほぼ満足 やや不満 不満

70.9

32.4

23.7

21.4

40.5

49.5

5.6

20.7

22.2

2.0

6.3

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=1,063)

教員(n=111)

小中保護者(n=333)

満足 ほぼ満足 やや不満 不満
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⑥クラス数の希望 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 17 問 19 問 21 問 23   

※「⑤クラス数の満足感」で「ほぼ満足」「やや不満」「不満」を選んだ人 

【小学生、中学生】 

問. あなたは、自分の学校の１学年のクラス数について、どのように感じますか。〈SA〉 

【教員】 

問. あなたは、自分が勤務する学校の学校規模（1 学年のクラス数）について、どのよ
うに感じますか。〈SA〉 

【小中保護者】 

問. あなたは、お子さんの学校規模（1 学年のクラス数）について、どのように感じま
すか。〈SA〉 

学校区分別にみると、小・中学生、教員、小中保護者いずれにおいても「もっと多い方が良
い」が８割程度を占めている。  

【小学校】 ※「教員」は小学校勤務の教員のみを、「小中保護者」は小学生の保護者のみの回答を集計 

 
【中学校】 ※「教員」は中学校勤務の教員のみを、「小中保護者」は中学生の保護者のみの回答を集計 

 
 

  

78.5

21.5

小学生(n=325)

85.5

14.5

教員(n=241)

85.0

15.0

小中保護者(n=753)

80.6

19.4

中学生(n=309)

80.0

20.0

教員(n=75)

79.9

20.1

小中保護者(n=254)

もっと多い方が良い もっと少ない方が良い

もっと多い方が良い もっと少ない方が良い
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学校規模別にみたクラス数の希望 

小学生においては、学級規模に関わらず 7 割以上がクラス数は「もっと多い方が良い」と回
答している。 

中学生においては、1 学年１クラスの学校（中学校３学級、特別支援学級を除く）では９割
以上が、1 学年 2 クラス以上の学年がある学校（中学校４学級以上、特別支援学級を除く）で
は７割以上が、クラス数は「もっと多い方が良い」と回答している。  

【小学生】 

 

【中学生】 

 

1 学年１クラス以下の学校（小学校６学級以下、中学校３学級、特別支援学級を除く）では、
教員や小中保護者において９割以上が、クラス数は「もっと多い方が良い」と回答している。 

また、1 学年 2 クラス以上の学年がある学校（小学校７学級以上、中学校４学級以上、特別
支援学級を除く）でも、教員や小中保護者において 6 割以上が、クラス数は「もっと多い方が
良い」と回答している。  

【教員】 

 

【小中保護者】 

 

  

78.5 

79.8 

76.1 

21.5 

20.2 

23.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=325)

６学級以下(n=208)

７学級以上(n=117)

もっと多い方がよい もっと少ない方がよい

80.6 

95.5 

74.5 

19.4 

4.5 

25.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=309)

３学級(n=89)

４学級以上(n=220)

もっと多い方が良い もっと少ない方が良い

84.2 

90.5 

61.9 

91.7 

69.2 

15.8 

9.5 

38.1 

8.3 

30.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=316)

小学校勤務：６学級以下

(n=199)

小学校勤務：７学級以上

(n=42)

中学校勤務：３学級

(n=36)

中学校勤務：４学級以上

(n=39)

もっと多いほうが良い もっと少ないほうが良い

83.7 

91.3 

66.7 

90.9 

76.1 

16.3 

8.7 

33.3 

9.1 

23.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,007)

小学校保護者：６学級以下

(n=561)

小学校保護者：７学級以上

(n=192)

中学校保護者：３学級

(n=66)

中学校保護者：４学級以上

(n=188)

もっと多い方が良い もっと少ない方が良い
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人数が少ないことによる人間関係の困りごと別にみたクラス数の希望 

教員は人数が少ないことによる困りごとに関わらず、クラス数が「もっと多い方が良い」と
感じているが、小中保護者は困りごとが「よくある」と答えた人ほど、クラス数が「もっと多
い方が良い」と感じる傾向がみられる。  

【教員】 

 

【小中保護者】 

 

  

84.2 

93.9 

88.7 

64.6 

82.4 

15.8 

6.1 

11.3 

35.4 

17.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=316)

よくある(n=66)

ときどきある(n=151)

あまり無い(n=65)

無い(n=34)

もっと多いほうが良い もっと少ないほうが良い

83.7 

96.5 

90.7 

76.2 

57.9 

16.3 

3.5 

9.3 

23.8 

42.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,007)

よくある(n=114)

ときどきある(n=460)

あまり無い(n=357)

無い(n=76)

もっと多い方が良い もっと少ない方が良い
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⑦クラス数の適当な数 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 18 問 20 問 22,23 問 24 問９  

【小学生、中学生】 

問. あなたは、１学年のクラス数について、どのくらいが良いと思いますか。〈SA〉 

【教員】 

問. あなたは、小学校（中学校）の学校規模※（1 学年のクラス数）について、適当な
数はどのくらいだと思いますか。〈SA〉 

【小中保護者、園保護者】 

問. あなたは、お子さんの学校規模※（１学年のクラス数）について、適当な数はどの
くらいだと思いますか。〈SA〉 

※ 学校規模について、小学校は 1 学年当たり 2〜3 クラス、中学校は 1 学年当たり 4〜6 クラスを国の標準としています。 
※ 複式学級の愛知県の基準は、原則、小学校 1・2 学年で 7 人以下、3・4 学年、5・6 学年で 14 人以下となるとき、中学校 2 学年

で８人以下となるときです。  
小学校では、小学生は「１クラス」の回答が最も多く 50.3％となっており、教員、小中保護

者、園保護者においては「２クラス」が最も多く、それぞれ 57.7％、46.0％、47.3％となっ
ている。 

中学校では、中学生、教員、小中保護者のいずれにおいても「３クラス」が最も多く、それ
ぞれ 49.1％、41.4％、38.4％となっている。 

教員と保護者は小・中学生よりも、クラス数が多いことを望む傾向がみられる。  
【小学校】 ※「教員」は小学校勤務の教員のみを、「小中保護

者」は小学生の保護者のみの回答を集計。小中

保護者においては５クラス以上を選択した場合、

「４クラス以上」として回答を集約しています。 

 

【中学校】 ※「教員」は中学校勤務の教員のみを、「小中保護者」

は中学生の保護者のみの回答を集計 

 

 

 

 

6.4

0.9

1.5

1.2

50.3

17.6

25.3

18.4

32.7

57.7

46.0

47.3

7.8

23.1

23.8

29.8

2.8

0.6

3.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

教員(n=324)

小中保護者(n=994)

園保護者(n=245)

複式学級 １クラス ２クラス ３クラス ４クラス以上

0.6

1.8

0.3

11.5

2.7

5.1

19.7

8.1

21.3

49.1

41.4

38.4

13.2

34.2

22.5

3.6

8.1

10.8

0.9

2.7

1.2

1.5

0.9

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=1,063)

教員(n=111)

小中保護者(n=333)

複式学級 １クラス ２クラス ３クラス ４クラス

５クラス ６クラス ７クラス以上
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⑧中学校に進学する（した）ときの不安 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 19 問 21     

【小学生】 

問. あなたは、中学校に進学するとき、クラスの人数やクラス数が小学校のときよりも
ふえることで、不安に思うことはありますか。〈MA〉 

【中学生】 

問. あなたは、中学校に進学したとき、クラスの人数やクラス数が小学校のときよりも
増えることで、不安に思うことはありましたか。〈MA〉 

 小学生では「授業で分からないことがあっても、先生にすぐ聞けるか、わからない」が 44.1％
と最も多い。中学生では「他の学校出身の子たちと仲良くなれるか、わからなかった」が 56.5％
と最も多く、次いで「クラスメイトの人数が多く、どのように接すればよいか、わからなかった」
が 34.4％となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

44.1

33.3

20.4

24.3

33.6

12.6

14.7

9.5

28.1

3.0

18.3

23.0

9.2

34.4

56.5

15.1

9.2

3.2

31.1

0.8

0% 20% 40% 60%

授業で分からないことがあっても、

先生にすぐに聞けるか、

わからない（わからなかった）

これまで少人数で学んできたため、

授業のスピードに対応できるか、

わからない（わからなかった）

何か問題があったときに、

先生に気づかれにくくなりそうで、

不安（不安だった）

クラスメイトの人数が多く、

どのように接すればよいか、

わからない（わからなかった）

他の学校出身の子たちと仲良くなれるか、

わからない（わからなかった）

他の学年の子たちとのつながりが

少なくなりそうで、不安（不安だった）

たくさんの人がいるなかで、

自分の活躍の場が

なくなりそう（なくなりそうだった）

中学校まで1人で通学する時間が長く、

登下校が不安（不安だった）

特に不安はない（なかった）

その他

小学生(n=1,173) 中学生(n=1,063)
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⑨クラス替えの必要性とその理由 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
  問 24,25    

【教員】 

問. あなたは、学校のクラス替えの必要性について、どう思いますか。〈SA〉 

クラス替えが「必要」と回答している割合が 53.3％で最も多く、「どちらかというと必要」
との合計では９割を超えている。 

 
 

 
※「クラス替えの必要性」で「必要」「どちらかというと必要」を選んだ人 

【教員】 

問. 回答の理由として、当てはまるものをお選びください。〈MA〉 

「児童生徒同士や児童生徒と教員との人間関係に配慮したクラス編成ができる」が 74.4％
で最も多く、次いで「児童生徒に新たな人間関係を構築する力を身に付けさせることができる」
が 54.3％となっている。 

 

53.341.8

3.9
0.9

教員(n=435)

74.4

37.2

54.3

20.5

3.6

0.2

0% 50% 100%

児童生徒同士や児童生徒と教員との

人間関係に配慮したクラス編成ができる

児童生徒が多様な意見や考え方に

触れることが多くなる

児童生徒に新たな人間関係を構築する力を

身に付けさせることができる

クラス替えを契機として

児童生徒が意欲を新たにすることができる

クラス同士が切磋琢磨する

環境をつくることができる

その他

教員(n=414) a

必要 どちらかというと必要 どちらかというと不要 不要
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第４章 小規模校の対策 

①小規模校の対策の必要性 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
  問 26 問 25 問 10  

【教員】 

問. あなたは、小規模校※の対策（例︓通学する学校を自由に選択、学校の統合等）は、
必要だと思いますか。〈SA〉 

【小中保護者、園保護者】 

問. あなたは、お子さんの学校で小規模校※の対策（例︓通学する学校を自由に選択、
学校の統合等）は、必要だと思いますか。〈SA〉 

※学校全体のクラス数が、11 クラス以下になる学校を小規模校としています。  
「必要」と「どちらかというと必要」の合計は教員で７割、小中保護者で５割、園保護者で

６割を超えている。  

  
 
  

30.6

18.8

28.2

43.4

39.6

38.8

18.4

28.1

22.9

7.6

13.5

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員(n=435)

小中保護者(n=1,327)

園保護者(n=245)

必要 どちらかというと必要 どちらかというと不要 不要
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人数が少ないことによる人間関係の困りごと別にみた小規模校の対策の必要性 

教員は人数が少ないことによる困りごとの有無に関わらず、６割以上が小規模校対策は必要
だと感じており、小中保護者は困りごとが「よくある」と答えた人ほど、小規模校対策の必要
性を感じる傾向がみられる。  

【教員】 

 
 

【小中保護者】 

 
 

  

30.6 

43.6 

30.9 

23.1 

25.8 

43.4 

35.9 

47.6 

44.2 

38.7 

18.4 

11.5 

16.8 

23.1 

24.2 

7.6 

9.0 

4.7 

9.6 

11.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=435)

よくある(n=78)

ときどきある(n=191)

あまり無い(n=104)

無い(n=62)

必要 どちらかというと必要 どちらかというと不要 不要

18.8 

54.8 

19.9 

10.0 

14.6 

39.6 

31.5 

46.3 

41.2 

21.3 

28.1 

8.9 

25.0 

34.3 

33.1 

13.5 

4.8 

8.7 

14.5 

30.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,327)

よくある(n=124)

ときどきある(n=527)

あまり無い(n=498)

無い(n=178)

必要 どちらかというと必要 どちらかというと不要 不要
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クラスの人数の満足感別にみた小規模校対策の必要性 

教員においてはクラスの人数の満足感に関わらず、７割程度が小規模校対策について「必要」
「どちらかというと必要」と回答している。 

小中保護者においては、クラスの人数の満足感に不満と回答した人ほど、小規模校対策が必
要であると感じる傾向がみられる。  

【教員】 

 

【小中保護者】 

 

 
クラス数の満足感別にみた小規模校対策の必要性 

教員においてはクラス数の満足度に関わらず、7 割程度が小規模校対策について「必要」「ど
ちらかというと必要」と回答している。 

教員、小中保護者いずれにおいてもクラス数の満足感に不満と回答した人ほど、小規模校対
策が必要であると感じる傾向がみられる。  

【教員】 

 

【小中保護者】 

 

 
  

30.6 

28.9 

26.9 

33.7 

50.0 

43.4 

39.8 

48.6 

42.3 

32.1 

18.4 

22.7 

18.9 

15.4 

7.1 

7.6 

8.6 

5.7 

8.7 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=435)

満足(n=128)

ほぼ満足(n=175)

やや不満(n=104)

不満(n=28)

必要 どちらかというと必要

どちらかというと不要 不要

18.8 

13.3 

12.3 

31.3 

57.6 

39.6 

29.0 

47.0 

43.6 

23.5 

28.1 

32.3 

31.4 

18.1 

11.8 

13.5 

25.4 

9.3 

7.0 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,327)

満足(n=390)

ほぼ満足(n=625)

やや不満(n=227)

不満(n=85)

必要 どちらかというと必要

どちらかというと不要 不要

30.6 

28.6 

23.8 

34.9 

69.2 

43.4 

41.2 

48.6 

44.0 

15.4 

18.4 

17.6 

21.5 

16.5 

7.7 

7.6 

12.6 

6.1 

4.6 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=435)

満足(n=119)

ほぼ満足(n=181)

やや不満(n=109)

不満(n=26)

必要 どちらかというと必要

どちらかというと不要 不要

18.8 

13.4 

12.9 

22.2 

59.0 

39.6 

25.6 

43.1 

52.0 

24.0 

28.1 

33.4 

34.2 

17.2 

11.0 

13.5 

27.5 

9.8 

8.6 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,327)

満足(n=320)

ほぼ満足(n=582)

やや不満(n=325)

不満(n=100)

必要 どちらかというと必要

どちらかというと不要 不要



 

34 

②小規模校の対策が必要な理由 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
  問 27,28 問 26 問 11  

※「①小規模校の対策の必要性」で「必要」「どちらかというと必要」を選んだ人 

【教員、小中保護者、園保護者】 

問. 小規模校の対策が「必要」「どちらかというと必要」と思う理由として、当てはま
るものをお選びください。〈MA〉 

学習面・生活面では、教員、小中保護者、園保護者いずれも「友だち関係がいつも同じで友
人間に序列ができてしまう」、「児童生徒が多様な意見や考えに触れる機会が少ない」の回答が
多い。 

学校運営面では、「教職員 1 人当たりの校務や行事に関わる負担が重い」の回答が教員で最
も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「★」は、教員にのみ含まれる選択肢となっている 

※「その他」について、小中保護者、園保護者は「学習面・生活面」と「学校運営面」の回答をそれぞれ内包しているため、グラフに記載をして

いない。なお、小中保護者と園保護者の「その他」の回答はそれぞれ 2.5％、3.7％となっている  

 

学
校
運
営
面 

 
 

学
習
面
・
生
活
面 

 

57.8

22.4

33.5

69.6

27.6

22.0

12.1

14.0

1.6

0.3

12.4

31.6

14.6

26.2

★経験、教科、特性などの面で

バランスのとれた教職員配置が困難となる

★ティーム・ティーチングや習熟度別指導が実施でき

なかったり、免許外指導の教科が生まれる可能性がある

★児童生徒への多面的な評価や多様な価値観に

触れさせる機会が減る可能性がある

教職員1人当たりの校務や

行事に関わる負担が重い(負担が多そう）

★学年別や教科別の教職員同士で、学習指導や

生徒指導等について、相談、研究、協力、切磋琢磨できない

★複式学級の場合、

教員に特別な指導技術が求められる

★平日の校外研修や出張に参加しにくかったり、

有給休暇の取得が難しい

★教員不足が解消できる

PTA活動において、保護者の負担が多い

その他

教員(n=322) 小中保護者(n=775) 園保護者(n=164)

47.2

26.1

54.0

37.9

46.3

19.6

6.8

8.7

11.5

10.9

0.6

19.5

48.6

36.6

42.6

41.7

18.6

12.8

47.6

37.2

44.5

45.1

23.2

0% 20% 40% 60% 80%

★児童生徒同士や児童生徒と教員との

人間関係に配慮したクラス編成ができない

児童生徒の競争意識が薄くなりやすい

友だち関係がいつも同じで、

友人間に序列ができてしまう

集団の中で児童生徒が

コミュニケーション能力を身に付けにくい

児童生徒が多様な意見や考え方に

触れる機会が少ない

集団学習、集団活動、学校行事、

部活動などに制約が生じる

★男女比の偏りが生じやすい

★協働的な学習で取り上げる課題に

制約が生じる

★生徒指導上課題がある子どもの問題行動に

クラス全体が大きく影響を受ける

登下校が1人になるなど、

安全面で心配が生じる

その他

 

学
校
運
営
面 
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③小規模校の対策の方法 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
  問 29 問 27 問 12  

※「①小規模校の対策の必要性」で「必要」「どちらかというと必要」を選んだ人 

【教員、小中保護者、園保護者】 

問. 児童生徒数が少ない小規模校対策として、どのような方法が考えられますか。〈MA〉 

教員、小中保護者、園保護者いずれも「学校の統合を検討する」（教員 45.7%、小中保護者
47.2%、園保護者 54.3%）が最も多く、次いで「他校との合同授業の実施」（教員 33.2％、
小中保護者 39.9％、園保護者 39.0％）となっている。  

 
  

33.2

32.9

23.6

45.7

21.7

9.0

0.9

39.9

19.4

22.3

47.2

26.5

11.4

1.5

39.0

19.5

28.0

54.3

20.7

9.8

3.7

0% 20% 40% 60%

他校との合同授業の実施

ICTを活用した遠隔授業の実施

市内のどこでも、通学する学校を自由に選べる

（スクールバス無し）

学校の統合を検討する

小中一貫校等、新しい学校形態を検討する

交流館等学校以外の施設と複合化し、

新しい学校形態を検討する

その他

教員(n=322) 小中保護者(n=775) 園保護者(n=164)
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④学校統合の条件（小学生、中学生） 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
問 20 問 22     

【小学生、中学生】 

問. 学校全体の子どもの人数が少なくなったとき、全員で他の学校に移るとしたら、あ
なたは、どのようなことがあれば、他の学校へ行ってもよいですか（通っても良い
ですか）。〈MA〉 

小・中学生ともに「今の学校の友だちと同じクラスになれる」（小学生 74.9％、中学生 67.8％）
が最も多い。次いで、小学生では「クラスの人数が少なくなっても今通っている学校のままが
いい」が 38.3％、中学生では「今の学校にはない行事や部活動がある」が 39.1％となってい
る。  

 

  

74.9

10.3

25.3

26.6

21.7

15.0

16.7

38.3

2.5

67.8

15.8

39.1

25.9

14.9

8.8

25.5

28.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80%

今の学校の友だちと同じクラスになれる

他の学校へ移る前に、授業や行事を

他の学校の子どもと一緒に行う

今の学校には無い、行事や部活動がある

今の学校の先生が、他の学校にもいる

授業中、困ったときに先生が

すぐに気づいてくれて、個別に教えてくれる

保健室の先生や心の相談員など

困ったときにいつでも相談できる

新しく建てたり、修理をしたりして、

きれいな学校に通える

クラスの人数が少なくなっても、

今通っている学校のままがいい

その他

小学生(n=1,173) 中学生(n=1,063)
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⑤学校統合の条件（教員、小中保護者、園保護者） 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
  問 30 問 28 問 13  

※「①小規模校の対策の必要性」で「必要」「どちらかというと必要」、「どちらかというと不要」を選んだ人 

【教員、小中保護者、園保護者】 

問. 豊田市では、今後中長期的に児童生徒数が減少していくことが見込まれます。子ど
もたちのよりよい教育環境を整備する手法の一つとして、学校の統合の検討が必
要な場合、どのような環境が整っていれば、あなたは、学校が別の学校と統合して
もよいと思いますか。〈MA〉 

教員、小中保護者、園保護者いずれも「安全な通学路や通学手段（スクールバスなど）が確
保されている」が最も多い。次いで「1 クラス当たりの人数を今の基準よりも少なくするなど、
子ども１人ひとりに目が行き届いたきめ細かな教育を実施できる」となっており、小中保護者
と園保護者に比べ教員の回答の割合が高い。 

また、「充実した特色ある教育（プログラミング教育、英語教育など）を実施できる」「放課
後を安全・安心に過ごすことができ、多彩な体験活動が展開されている」は教員と比べると、
小中保護者と園保護者の回答の割合が高い。 

 
※「★」は、教員にのみ含まれる選択肢となっている 

  

51.2

62.4

6.5

23.1

6.2

28.1

5.2

1.5

33.6

68.4

20.0

14.7

22.2

13.8

1.7

41.6 

62.6 

23.3 

19.2 

26.5 

8.2 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

1クラス当たりの人数を今の基準よりも少なく

するなど、子ども1人ひとりに目が行き届いた

きめ細かな教育を実施できる

安全な通学路や通学手段（スクールバスなど）が

確保されている

充実した特色ある教育（プログラミング教育、

英語教育など）を実施できる

新設や大規模改修により学校施設等の学習環境

が充実している

放課後を安全・安心に過ごすことができ、

多彩な体験活動が展開されている

★学校を統合する際の各校との調整や

閉校・移転に伴う業務が増加するための

教員が増員されている

今後さらに児童生徒数が減少したとしても、

現在の学校を維持した方がいい

その他

教員(n=402) 小中保護者(n=1,148) 園保護者(n=219)
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⑥学校統合で重視すること 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
  問 31 問 29 問 14  

※「①小規模校の対策の必要性」で「必要」「どちらかというと必要」、「どちらかというと不要」を選んだ人 

【教員、小中保護者、園保護者】 

問. あなたは、学校の統合を検討する場合に、重視すべきことは何だと思いますか。
〈MA〉 

教員、小中保護者、園保護者いずれも「通学距離・時間・方法」が最も多い。次いで、「クラ
ス数・児童生徒数」となっており、小中保護者と園保護者に比べ教員の回答の割合が高い。 

また、「児童生徒の意向」は教員と比べると、小中保護者と園保護者の回答の割合が高い。  

 

  

56.7

69.2

34.6

19.2

28.4

13.9

22.9

16.9

5.5

0.7

40.9

75.3

38.0

27.5

17.3

32.8

17.5

3.9

9.0

0.9

47.0 

79.5 

45.7 

25.6 

11.9 

25.6 

23.7 

3.2 

5.5 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クラス数・児童生徒数

通学距離・時間・方法

児童生徒の心身の負担軽減（ケア）

統合する学校同士の事前交流

学校と地域コミュニティとのつながり

児童生徒の意向

保護者の意向

地域住民の意向

廃校跡地の有効活用策

その他

教員(n=402) 小中保護者(n=1,148) 園保護者(n=219)
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⑦ワークショップや意見交換会への参加 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
   問 30 問 15  

※「①小規模校の対策の必要性」で「必要」「どちらかというと必要」、「どちらかというと不要」を選んだ人 

【小中保護者、園保護者】 

問. 学校の統合を検討する中で、地域のみなさんと一緒にワークショップや意見交換会
などを実施した場合に、あなたは、参加したいと思いますか。〈SA〉 

小中保護者、園保護者のいずれにおいても「はい」が約半数となっている。 

 

 

  

49.350.7

小中保護者(n=1,148)

56.2 43.8 

園保護者(n=219)

はい いいえ
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⑧小学校の統合を検討するタイミング 
 

小学生 中学生 教員 小中保護者 園保護者 
  問 32    

※「①小規模校の対策の必要性」で「必要」「どちらかというと必要」、「どちらかというと不要」を選んだ人 

【教員】 

問. 小学校の統合を検討する場合の状況について、あなたは、どの時点が適当だと思い
ますか。（クラス数は特別支援学級を除く。）〈SA〉 

統合を検討するタイミング順にみると、教員の 62.2％が「全学年で複式学級が見込まれる時
点」か、それより早い段階で検討するのが適当だと考えている。  

 

 

【統合を検討するタイミング順】 

 
 

  

34.3 32.1 17.7 7.2

3.0 1.5 0.7

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教員(n=402)

全校生徒の人数が9人以下に見込まれる時点 全学年で複式学級が見込まれる時点

一部の学年で複式学級が見込まれる時点 全学年で1クラスが見込まれる時点

一部の学年で1クラスが見込まれる時点（小学校の国の標準を下回る時点） 全学年で２クラスが見込まれる時点

一部の学年で２クラスが見込まれる時点 今後さらに児童数が減少したとしても、小学校の統合を検討すべきではない

児童生徒が 

多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

児童生徒が 

少ない 

一部の学年で２クラスが見込まれる時点

全学年で２クラスが見込まれる時点

一部の学年で 1 クラスが見込まれる時点 （小学校の国の標準を下回る時点）

全学年で 1 クラスが見込まれる時点

一部の学年で複式学級が見込まれる時点

全学年で複式学級が見込まれる時点

全校生徒の人数が９人以下に見込まれる時点

今後さらに児童数が減少したとしても、小学校の統合を検討すべきではない

教員 （n=402)

0.7％

34.3％

32.1％

17.7％

7.2％

3.0％

1.5％

3.5％
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第５章 回答者の属性 

１ 全体 
 
①通学（予定）/勤務している小学校 

 
※園保護者にのみ含まれる選択肢となっている。 

 
②通学/勤務している中学校 

 

  

(%) 足助 飯野 石畳 五ケ丘 五ケ丘東 稲武 岩倉 追分 大蔵

小学生(n=1,173) 3.8 9.1 5.0 6.0 3.2 2.6 6.4 1.7 0.8

教員(n=324) 3.4 4.3 3.7 0.0 2.5 3.4 3.1 2.8 2.8

小中保護者(n=994) 2.5 7.9 3.1 6.5 3.9 2.6 7.9 1.9 1.3

園保護者(n=245) 2.0 7.3 0.8 6.1 6.9 1.2 6.9 1.2 0.8

(%) 大沼 小渡 小原中部 上鷹見 九久平 幸海 古瀬間 佐切 敷島

小学生(n=1,173) 1.5 1.4 1.6 2.6 9.6 1.7 13.3 1.2 2.2

教員(n=324) 0.0 2.2 3.4 3.4 4.6 3.7 6.5 2.5 2.5

小中保護者(n=994) 1.3 1.3 2.7 3.2 7.2 2.0 10.9 0.9 2.1

園保護者(n=245) 1.6 1.2 0.8 2.9 7.3 0.0 5.7 1.2 0.8

(%) 新盛 滝脇 道慈 巴ケ丘 豊松 中金 則定 萩野 花山

小学生(n=1,173) 1.2 1.4 2.5 2.6 2.1 1.6 1.1 0.9 3.2

教員(n=324) 2.5 2.8 3.1 3.7 3.1 3.1 2.5 2.8 3.4

小中保護者(n=994) 1.4 1.3 2.1 3.1 1.7 1.6 1.4 1.1 4.5

園保護者(n=245) 0.8 1.2 0.4 1.6 2.0 1.2 0.8 0.8 2.9

(%) 冷田 東広瀬 本城 御蔵 御作 明和 その他※

小学生(n=1,173) 1.3 4.1 1.3 0.8 1.6 0.7 -

教員(n=324) 3.1 3.7 3.1 2.8 3.1 2.8 -

小中保護者(n=994) 2.0 5.6 1.7 0.9 1.3 0.6 -

園保護者(n=245) 1.2 4.1 2.4 0.4 1.6 1.2 22.0

(%) 旭 足助 石野 稲武 小原 下山 藤岡 益富 松平

中学生(n=1,063) 1.0 15.1 7.9 1.4 6.0 6.0 18.8 23.5 20.1

教員(n=111) 9.0 13.5 3.6 7.2 10.8 9.0 14.4 18.0 14.4

小中保護者(n=333) 2.4 15.3 8.1 0.9 7.5 4.8 19.8 23.1 18.0
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③学年 

 

 

 
 
④通学方法 

  
⑤通学時間 

 

30.2 32.5 37.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

小学校4年生 小学校5年生 小学校6年生

35.3 30.6 34.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生(n=1,063)

中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生

13.0 12.7 13.9 11.0 12.2 12.1 8.9 7.8 8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中保護者(n=1,327)

小学校１年生 小学校２年生 小学校３年生 小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生

中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生 無回答

82.7

44.0

72.3

0.3

28.1

8.1

9.6

21.5

13.8

7.4

6.3

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

中学生(n=1,063)

小中保護者(n=1,327)

徒歩（歩き） 自転車 スクールバス・地域バス・路線バス 家の車

40.8

36.5

35.7

34.5

49.7

39.7

15.3

11.5

16.0

7.8

2.1

8.0

1.5

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=1,173)

中学生(n=1,063)

小中保護者(n=1,327)

1分～15分 16分～30分 31分～45分 46分～60分 61分を超える
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２ 教員 
 
⑥年齢 

 
 
⑦勤務したことのある学校区分 

 
 
⑧現在勤務している学校区分 

 

３ 保護者 
 
⑨子どもとの続柄 

 
 
⑩同居の子ども 

 

27.8 17.2 21.6 27.6 5.5

0.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員(n=435)

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

47.4 14.7 37.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員(n=435)

小学校のみ 中学校のみ 小・中学校どちらも

74.5 25.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員(n=435)

小学校 中学校

99.5

100.0

0.1

0.0

0.3

0.0

0.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中保護者(n=1,327)

園保護者(n=245)

親 兄姉 祖父母 その他

27.0

56.2

38.3

23.4

0% 20% 40% 60%

未就学児

小学生

中学生

高校生以上

小中保護者(n=1,327)
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資料編 
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